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　全国中央会は、10月に「平成26年度版中小企業組合白書」を発行しました。本特集では、そ
の中から「中小企業IT化実態調査結果報告」の概要を紹介します。
　本調査結果では、組合事務局のIT化推進に向けた課題は多いものの、今後も中小企業組合にお
いて活発に事業を進めていくためには、IT化の推進が必要であることが明らかになっています。
　そこで、「IT経営(運営)」に取り組んでいる協同組合の先進事例と当会が行っているIT活用研
修会や情報化に関する支援について紹介します。
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Ⅰ．調査の概要
　　①調　　査　　対　　象：�3,000 組合（全国中央会で管理している「中小企業組合等統合データシステ

ム」より各県概ね 65 組合程度を抽出）
　　②回収数（及び回収率）：1,497 組合（49.9％）
　　③有効回収数（及び有効回収率）：1,370 組合（45.7％）
　　④調　査　基　準　日：平成 26 年１月 10 日

Ⅱ．調査内容及び結果（抜粋）

①　ＩＴ化の重要度
　ＩＴ化の重要度は、図１に示すとおり、「どちらかと
えば重要である」（515組合、37.6％）の割合が最も多く、
次いで「重要である」（422組合、30.8％）、「どちらかと
いえば重要ではない」（248組合、18.1％）の順となって
いる。

図１　ＩＴ化の重要度

②　ＩＴ教育・研修の実施
　ＩＴ教育・研修の実施は、図２に示すとおり、「実施
している」（72組合、5.3％）及び「過去に実施していた
ことがある」（176組合、12.8％）を合わせて248組合

（18.1％）となっており、「実施していない」は1,112組
合と実に81.2％であった。また、実施している研修内容
を尋ねたところ、「事務処理」に関するものや、「ホーム
ページ作成」に関するものが散見された。その他、中央
会のＩＴ研修や上部団体の研修に参加しているといった
回答があった。

図２　ＩＴ教育・研修の実施
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　実に７割近い組合がＩＴ化は重要だと回答し
ています。しかし、実際にＩＴ教育や研修を実
施している組合はわずか5.3％に過ぎません。
　組合業務の効率化を図るためにも、もっと 
ＩＴ化を推進してほしいぶ～。

③　共同事業・事務処理のＩＴ利用
　共同事業・事務処理のＩＴ利用は、図３に
示すとおり、「電子メールでの連絡」（876組合、
63.9％）の割合が最も多く、次いで「ホームペー
ジによる情報発信」（709組合、51.8％）、「経理

④　ＩＴ化推進の主な目的
　ＩＴ化推進の主な目的は、図４に示すとおり、

「組合業務の効率化」（864組合、63.1％）の割合
が最も多い。以下、「組合の情報収集力強化」（68

等のアプリケーション」（456組合、33.3％）の
順となっている。また、「その他」の利用方法と
して、高速道路料金精算や商品券管理などの回
答があった。

組合、5.0％）、「組合のイメージアップ」（54組合、
3.9％）、「組合員業務の効率化」及び「組合・組
合員間の情報共有化」（各51組合、3.7％）となっ
ている。

図３　共同事業・事務処理のＩＴ利用

図４　ＩＴ化推進の主な目的

ホームページによる情報発信
電子メールでの連絡
納税等の電子申告

組合員の受発注システム
仕入代金等の共同決算

グループウェアによる情報共有
共同の顧客管理

共同受注等の電子入札
SNS（facebook、twitter 等）
経理等のアプリケーション

その他
活用していない

無回答

51.8
63.9

4.3
3.2
4.4
5.3

3.9
4.2

33.3
3.1

14.7
2.0

6.6

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

組合業務の効率化
組合の経費削減

組合の情報収集力強化
組合のイメージアップ
組合員業務の効率化
組合員の経費削減

組合員の情報収集力強化
組合員のイメージアップ

組合･組合員間の情報共有化
組合員間コミュニケーション強化

組合員取引先の満足度向上
組合員のマーケティング力強化
組合員取引品目の品質向上支援

組合員の新規取引先・新市場の開拓支援
組合員の売上拡大
異業種交流の推進

その他
無回答

63.1
2.8
5.0
3.9
3.7

0.4
1.2
0.3
3.7

0.8
0.1
0.4
0.1
0.4
2.0
0.3
2.8

9.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

3

中小企業かごしま／2014.12

特集　中小企業組合のIT化の実態と先進取り組み事例



⑤　ＩＴ投資効果
　ＩＴ投資効果は、図５に示すとおり、「業
務革新、業務効率化につながった」（694組合、
50.7％）の割合が最も多く、次いで「経営（運営）
管理の効率化が図れるようになった」（350組合、

⑥　ＩＴ化推進の課題
　ＩＴ化推進の課題は、図６に示すとおり、

「組合事務局のＩＴ化知識の不足」（557組合、
40.7％）の割合が最も多く、次いで「資金の不足」

（442組合、32.3％）、「組合員のＩＴ化に対する

25.5％）「組合や組合員間の情報共有が図れるよ
うになった」（316組合、23.1％）の順となって
いる。また、直接の回答項目ではないが、「どう
すれば効果がでるのかわからない」、「ＩＴへの
投資をしていない」といったコメントがあった。

理解の不足」（319組合、23.3％）の順となって
いる。また、「その他」の課題として、「現状で
は問題ない」や「ＩＴ化を推進するほどの業務
量ではない」などの回答があった。

図５　ＩＴ投資効果

図４　ＩＴ化推進の課題
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　ＩＴ化を推進することで、業務の効率化だけでなく
組合や組合員との情報共有を図れるなど様々なメリッ
トがあることが分かります。
　その反面、組合事務局のＩＴ化の知識の不足や資金
不足の問題など多くの課題を抱えており、容易に取り
組めない現状もうかがえます。
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■　背景と目的
　�　当組合では、組合員の高齢化による廃業等の影響で組合員数の減少が長期的に進んでいくものと想定
され、組合自体の資金的な余力が減少していることから、組合代払い保証制度（組合員の荷受 ･仲卸の
青果物代金を組合がまとめて支払う仕組み）の見直しを検討していた。加えて、役員の高齢化による退
任やベテラン職員の定年退職、旧システム機器の更新といった状況が重なり、組合員個々の情報や管理
内容を整備すべく新システムの構築が必要となっていた。

■　事業・活動の内容
　�　新システムの構築により、①組合事務局の合理化　②組合員の情報の整備　③組合と組合員の情報伝
達の効率化 に取り組んだ。青果市場取引における青果小売業者で組成された組合事務は特殊な要素が
多く、その事務ノウハウはベテラン職員の知識と経験により暗黙知化されていたが、それらを一つ一つ
形式知に置き換え、システム化 ( 見える化 ) することに成功した。この複雑かつ特異な事務ノウハウを
新システム開発の委託先であるＩＴベンダーへ橋渡しするに当たっては、専門家 ( ＩＴコーディネータ )
の存在も大きかった。

■　成果・効果
　�　本システムにより、従来は組合事務職員が手作業で行っていた保証金や付替業務（組合員がセリ落と
した青果物を他組合員に分けること）に関する事務工数が大幅に軽減された。さらに、事務作業の合理
化と効率化だけでなく、組合員へのサービスレベルの向上と中小企業者や高齢組合員が利活用できる情
報システムを実現し、ＩＴ利活用意識の向上へとつながった。

≪広島市青果食品商業協同組合の概要≫※平成 26 年度版中小企業組合白書掲載時点
　□ 設　　立：昭和 26 年５月
　□ 組合員数：166 人
　□ 出 資 金：74,000 千円
　□ 主な業種：青果物その他食料品製造業
　□ 所 在 地：広島市西区草津港 1-8-1
　□ 連 絡 先：TEL 082-279-2466　FAX 082-279-2467

広島市青果食品商業協同組合
～事務管理の合理化と組合員の利便性向上を同時に実現！～

ＩＴ化推進事例

5

中小企業かごしま／2014.12

特集　中小企業組合のIT化の実態と先進取り組み事例



当会のＩＴ化に関する支援事例
～ＩＴ活用研修会の開催や情報化に関する個別支援の実施～

　本会では、上記のようにＩＴ活用研修会の開催から
組合個別のオーダーメイド型の研修会・支援まで幅広
く情報化推進の支援を実施しておりますので、お気軽
にご相談ください。

≪個別組合に対する支援≫

CAD セミナー

Excel・PowerPoint 活用講座

個別組合に対する支援として、鹿児島県防水工事業協

同組合を対象に、CAD の基本知識や図面の作成方法を

習得することを目的に CAD 初級セミナーを開催した。

全体講習会として、Facebook や LINE ＠等の IT ツール

の活用方法からセキュリティに関する講習会まで、幅

広いテーマを取り上げ、紹介している。

≪全体講習会≫
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中央会の動き

　11月５日に、鹿児島市の「鹿児島サンロイヤルホテル」で、
平成26年度組合員・組合役員講習会を開催した。
　「知っているようで知らない組合法の常識と非常識　～組
合員の権利と義務　組合の加入と脱退～」と題して、村山
法律事務所の村山光信弁護士が講演を行った。
　今回のテーマは「加入と脱退」、「組合員の権利と義務」
であったこともあり、相続加入の条件や自由脱退の定義な
ど組合運営に重要なルールを再確認する機会として、多く
の受講者が熱心に耳を傾けていた。
　講習会終了後、質疑応答が行われ、「法人の代表者が死亡
し、代表者の相続が生じた場合、組合員として問題があるか」
「新規加入の際に、加入金を徴収していることについての妥
当性」等について質問が寄せられた。
　その他、疑問に感じたことや不明な点があれば、巡回時
及び電話等にて中央会職員が対応する旨を案内し、講習会
は終了した。

「 知っているようで知らない組合法の常識と非常識
〜組合員の権利と義務　組合の加入と脱退〜 」

組合員・組合役員講習会を開催

“郷土のくらしを見つめる”

奄美信用組合

し    ま

理 事 長　  安　忠 雄

役 職 員 一 同

〒894-0025  奄美市名瀬幸町６番 5 号
TEL 0997-52-7111　FAX 0997-53-5211

http://www.amamishinkumi.co.jp

『解説 中小企業協同組合法（第2版）』　　　

　熊本県中小企業団体中央会・信用組合等の顧問弁護士である著者が

35年間の経験を踏まえ、「中小企業等協同組合法」「協同組合による

金融事業に関する法律」「中小企業団体の組織に関する法律」「商店街

振興組合法」を中心に分かり易く解説。近時の法改正・裁判例に対応

した最新版。

※�　書店で購入する場合は、8,100円(税込・送料別)ですが、中央会経

由でお申込みいただければ、特別価格7,290円(税込・送料別)でお買

い求めいただけます。購入を希望される方は、お気軽にお問い合わ

せください。　(中央会：099-222-9258)

好評発売中！
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　10月29日と11月11日に、鹿児島市の「宝山ホール」で、中小企業者の情報発信支援を目的に「LINE@」
と「Yahoo!JAPANネットショップ」の２つのＩＴツールの活用方法について研修会を開催した。
　研修会の概要は次のとおり。

■　第１弾　10月29日「LINE@ビジネス活用セミナー」
　　講　師：株式会社深谷歩事務所 代表取締役 深谷 歩 氏
　講師は、「LINE@は他のソーシャルメディアと異なり、配信情報がお
客様に見られる確率（リーチ）が高く、集客しやすいと言われている。
また、クーポンの配信や友だち限定の情報を流すことができ、さらなる
アクションを促しやすい。」とLINE@の特徴を説明した。さらに、集客
を上げるためのコツとして、「①LINE@の各種設定はス
マホではなくPCで行い、アカウント設定の『ひとこと
設定（検索キーワード）』や『友だち追加時あいさつ』
を必ず入力する　②無料の販促ノベルティを店内のPOP
やポスター、HPに積極的に活用する」ことを挙げた。
　LINE@は今後、実店舗だけではなく、一般企業、士業、
オンライン販売者等、全ユーザーが利用できるようにな
るため、さらなるビジネスでの活用が見込まれる。

■　第２弾　11月11日「Yahoo!JAPANネットショップ出店セミナー」
　　講　師：ヤフー株式会社 eコマース革命エバンジェリスト 坪井 城 氏
　講師は、「現在、EC（電子商取引）の市場規模は11.2
兆円とも言われており、今後さらに拡大すると予測され
ている。当社では、昨年、ネットショップ出店の基本
料金無料をモットーとしたeコマース革命を打ち出した。
その内容としては、EC市場全体のパイの拡大を目的に、
モール利用料やロイヤリティの無料化に踏み切ったもの
である。さらにポイントカードや送料無料のサービスで
利用者へ還元させる等の仕組みを整え、他のショッピン
グモールとの差別化を図っている。」と述べ、他社との
優位性を強調した。
　また、出店後、３か月で売上10万円を目指すためのテ
クニックとして、「①年間の販売計画を立てる　②検索
ワード、カテゴリーを詳細化させ顧客数を増やす　③商
品ページの品質を向上し購買率をアップさせる　④まと
め買いやおすすめ商品の設定で客単価を落とさない」と
４つのポイントを紹介した。
　毎年成長し続けているEC市場で、無料のショッピングモールを提供しているヤフーの無料化の
取り組みは、資源が限られている中小企業・小規模事業者のニーズにマッチしていると言える。

ＩＴ活用研修会を開催
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中央会の動き

　12月２日、鹿児島市の「ホテルレクストン鹿児島」
で、創業・起業セミナーを開催した。
　講師に企業組合百笑一喜 理事 荷宮英二氏（大分
県宇佐市安心院町）を招聘し、「組合制度を活用し
た創業と地域おこし～六次産業化による地域活性化
への挑戦～」と題して講演が行われた。
　荷宮氏は「安心院町は田舎で何も無い。しかし、
田舎だからこそできることがある。例えば都会に比
べ夜は暗いが、視点を変えれば星が綺麗に見えると
いう利点がある。つまりは、農村の意識を改革することで活路を見出すことができる。グリーンツー
リズム等の活動を通じて交流や連携を推進する中で、様々な地域おこしのアイデアが生まれた。安
心院町の特産品である葡萄の六次産業化を目指し、地元農家が地ワインの醸造に挑戦したが、採算
性の問題から事業化に至らなかった。そこで、組合制度に着目し、企業組合を設立し、共同で事業
化することで地ワイン醸造事業に取り組んだ。また、ネックであった資金面も組合が補助金の対象
となることで対応することができた。」と組合制度を活用した創業と地域おこしの実体験を述べた。
　講演に引き続き、本会から企業組合を含む組合制度の概要及び組合設立の手順や事例など今後の
創業・起業の実現に向けた組合制度の活用について説明した。

「 組合制度を活用した創業と地域おこし
〜六次産業化による地域活性化〜 」

創業・起業セミナーを開催
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中央会の動き

「仏の心で鬼になれ」
商工中金協力会講演会を開催

　11月27日に、鹿児島市の「城山観光ホテル」で、本会と商工
中金鹿児島支店の共催で「商工中金協力会講演会」を開催した。
　講演では、東レインターナショナル株式会社元社長、蝶理
株式会社元社長 の田中健一氏が、「仏の心で鬼になれ」と題し
て、熱く語られた。
　田中氏は、東レ株式会社でマレーシア東レ子会社工場、香
港本社、本社炭素繊維部門課長、事業部長などの要職を歴任後、
子会社の東レインターナショナル株式会社の社長に就任し、年
商を10年間で６倍に成長させた。その後、30年間赤字続きで
1,000億円の借金を抱える東レ出資先の蝶理株式会社社長就任
を要請され、再建を成功させた経歴を持つ。
　蝶理株式会社は、創業150年の老舗企業であったが、経営状
況の悪化により株価は31円にまで下がり、社員ですら再建は
不可能と思っていた。加えて、「最終的には親会社の東レが補
填してくれる」といった他人任せの考えが社内に根付いていた。
　そのような社内風土改善策の一環として、180人いた社員整理を行うよう指示を出し、大きな反発
があったが、「ものごとを改善するためには、あらゆることを根本から考えなければならない。表
面的な改善では何も変わったとは言えない」との考えを徹底し、社員の整理を推し進めた。どのよ
うな配置が最善であるか検討を重ね、最終的には13部署を2部署に、180人の社員の声を聞きながら

関連会社等への転籍等を行って削減し、業績は徐々に
回復して、現在は優良企業に復活を遂げている。
　参加者へのメッセージとして、「どのような会社に
したいのかゴール（目標）の設定をしっかりとするこ
とが大事であり、目標を掲げなければ何も変えること
はできない。また、お客さまの声をすぐに吸い上げる
ためには、社長、課長、平社員といった役職は最小限
が望ましく、また社員全員が常に問題意識を持ち続け
ることが重要である」とまとめ、講演会は終了した。
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インフォメーション

中小企業等協同組合法施行65周年及び
中小企業団体の組織に関する法律施行55周年記念式典

　11月25日、全国中央会は、ANAインターコンチネンタル
ホテル東京（東京都港区）で、中小企業等協同組合法施行65
周年及び中小企業団体の組織に関する法律施行55周年記念式
典を開催した。
　式典には、611名が出席し、宮沢経済産業大臣をはじめ各
代表者から総代に対して表彰状が授与された。本県関係の被
表彰者は次の通り。

国土交通省審議官と総代
赤帽鹿児島県軽自動車運送協同組合

理事長 永徳悦子 氏

１．大臣表彰
　【組合功労者】
　　永徳悦子（赤帽鹿児島県軽自動車運送協同組合  理事長・国土交通大臣）
　　岩重昌勝（協業組合ユニカラー 理事長・経済産業大臣）
２．中小企業庁長官表彰
　【優良組合】
　　鹿児島自動車工業協同組合
　【組合功労者】
　　青木英一郎（鹿児島市管工事協同組合 理事長）
　　寺田実三　 （鹿児島電気工事業協同組合 理事長）
　　田中俊實　 （鹿児島県農業機械商業協同組合 理事長）
　　北薗幸二　 （鹿児島県中古自動車販売商工組合 理事長）
３．全中会長表彰
　【組合専従優良職員】
　　生駒隼実　 （鹿児島生コンクリート協同組合 経理部長）
　　岩屋佐智雄（本場大島紬織物協同組合 参事）
　　玉泉哲郎　 （鹿児島県火災共済協同組合 理事事務局長兼総務部長）
　　土岐俊一　 （徳之島エルピーガス協同組合 所長）
　　西園加寿子（加世田電気工事工業協同組合 事務局）
　　牧正二郎　 （奄美大島酒造協同組合 事務局長）
　　宮﨑一仁　 （鹿児島共同配車センター事業協同組合 事務局長）
　　上囿憲子　 （協業組合川内車検センター 事務局長）
　　川内はるみ（協業組合薩南浄水管理センター 事務局）
　　楢木啓史　 （そお郡自動車整備協業組合 事務局）

（順不同・敬称略）　　

表彰おめでとうございます !
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トピックス

本場大島紬クイーン

本場大島紬「産地まつり」を開催
〜本場大島紬織物協同組合〜

　11月15日、16日の２日間、本場大島紬織物協同組合（窪田
茂理事長）は、鹿児島市の「リバティークラブ」で、「本場
大島紬『産地まつり』」を開催した。
　この催事は、鹿児島を代表する国の伝統的工芸品のひとつ
である“本場大島紬”の魅力を産地である鹿児島の人々に改
めて感じてもらうことを目的としており、本場大島紬新作展、
来場者が審査・投票する新作紬コンテスト、古典大島紬や歴
史などのパネル展示、製造工程の実演や体験等が行われた。
　和洋装ファッションショーでは、大島紬を活用した斬新な
ドレス等が披露され、多くの来場者の目を引いていた。
　また、「2015年度本場大島紬クイーンコンテスト」が開催
され、応募者総数118名の中から書類審査、面接を経た15名
が最終選考会（着物審査）に臨み、ウォーキングやファッショ
ンショー、ショートコメントなどの自己PRを行い、厳正な
審査の結果、３名の本場大島紬クイーンが選出された。
　その他、会場では、生ジャズ演奏やお茶が振る舞われ、来
場者は「本場大島紬」の伝統の美と新しい可能性に魅了された。
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トピックス

栄えあるご受章おめでとうございます　　　
〜平成26年秋の叙勲・褒章〜　　　　

　平成26年11月3日に、秋の叙勲・褒章受章者が発表され、組合関係では、以下の方々が受章の栄
に浴されました。心よりお慶び申し上げますとともに、今後ますますのご活躍を祈念申し上げます。

旭日双光章 前田 正人 様 鹿児島県建築業協同組合　理事長

藍 綬 褒 章 久保 純一 様 鹿児島県川辺仏壇協同組合　理事長

黄 綬 褒 章 谷口 幸司 様 鹿 屋 建 設 業 協 同 組 合　理事長
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教えてぐりぶー！組合運営

第9回「個人事業主が会社を設立した

　　　 場合の組合の対応」について
第9回「個人事業主が会社を設立した

　　　 場合の組合の対応」について

第9回「個人事業主が会社を設立した

　　　 場合の組合の対応」について
第9回「個人事業主が会社を設立した

　　　 場合の組合の対応」について

個人事業主であった組合員が、このたび株式会社

を設立（法人成り）しました。

このような場合、組合はどのように対応すべきで

しょうか。

詳しいことは、中央会の担当指導員

に相談してほしいぶ～

◆　組合員である「個人事業主」が、「法人企業」である株式会社に変更

する場合、原則として、個人企業主は脱退の手続きを行い、持分の払戻

し請求を行います。

◆　また、新たに設立した株式会社が組合に加入する場合には、改めて加

入申込みが必要であり、組合が承諾した後に出資金の払込みを行う必要

があります。

◆　しかし、個人企業と株式会社が実態的に併存する場合は、組合の承諾

を得た後に、株式会社に持分を譲渡することが可能です。この場合、譲

り受けた株式会社は、組合に出資金を払い込む必要はありません。

教えてぐりぶー！組合運営

はい！お答えします！はい！お答えします！
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業界情報

【味噌醤油製造業】

10月に入り、秋めいた陽気になってきたが、消費者の
財布のヒモは固く、週末には台風の接近や天候不順
等があったことも影響し、低調な１ヶ月間であった。

【酒類製造業】

(平成26年９月分データ)　　　　　　　　 （単位㎘)

区　分 H25.9 H26.9 前年同月比

製成数量 22,844.0 20,410.1 89.3

移出
数量

県内課税 4,346.5 4,181.0 96.2

県外課税 5,541.0 5,370.0 96.9

県外未納税 3,001.6 2,925.3 97.5

在庫数量 202,107.9 218,803.2 108.3

【漬物製造業】

台風で蒔き直しを余儀なくされ、新物原料も減量の
模様である。

【蒲鉾製造業】

運動会や旅行シーズンということもあり、本来なら
ば売上が伸びる時期である。しかし、10月は２回の
台風接近による交通網のマヒが影響し、県外への
配達が出来ない状況があったことから売上が伸び
悩んだ。全体でみるとマイナス40％のダウンとなっ
た。また、北海道のスケソーすり身が100円/㎏程の
値上げとなることから、企業によっては商品の値上
げを検討している。

【鰹節製造業】

原料の生値は、135円/㎏～145円/㎏で推移してお
り、昨年のこの時期より45円/㎏程安くなっている
が、商品の品質が良くないことが要因となっている。
業界は、好景気と言える状況ではなく、厳しい状態
が続いている。

【菓子製造業】

10月は、台風の接近があり、気候にも恵まれず厳し
い状況であった。ただ、厳しい中にあっても積極的
に展開している店と消費税増税の影響が続いてい
る店とで差が生じはじめている。

【本場大島紬織物製造業（奄美地区）】

10月の生産反数は447反で、対前年同月比90.3％
（495反）であった。

【木材・木製品製造業】

丸太原木相場は高止まりしているが、製品相場の商
いは低調で「下げ」待ちの状況にあり、原木と製品
の需給が不均衡となりつつある。特に、原木を取り
まく環境の変化は市場集荷へも影響を及ぼし、昨年
同月比で大幅な取扱減少となった。

【木材・木製品製造業】

昨今のプレカット受注は大きな動きが見られず、秋
需を迎えて製品市況の活況が期待されるが、回復
の兆しは弱い状況である。９月30日をもって、木材
利用ポイント制度の発行対象となる工事の着手期
間が終了したが、住宅会社により大きな違いが見ら
れた。取り組みを上手く活用する会社は、制度をテ
コに木造住宅の受注を伸ばしたが、制度の狙いを
解っていない会社は伸び悩んだようである。制度や
対策等は、積極的な活用を目指すことが大事と思わ
れる。

【生コンクリート製造業】

出荷量は170,546立米で対前年同月比107.7％であっ
た。特に減少した地域は串木野・川薩・南隅・屋久
島・種子島・沖永良部、特に増加した地域は宮之
城・出水・姶良伊佐・大隅・奄美大島・奄美南部・
甑島・喜界島であった。官公需については、予想ど
おり発注が追い込んできた状況である。一方、民需
については、消費税の影響からか減少が続いている。
今後の更なる消費税アップの動向が気掛かりであ
る。

【コンクリート製品製造業】
10月度の出荷トン数は、12,465トンで対前年同月比
107.3％となった。出荷トン数が前年度より増加し
ているが、前年度後半から共同販売品目を増やした
ことが大きく影響している。以前からの販売品目だ
けで比較した場合は、２割程の減少となっている。

【機械金属工業】

原材料・諸経費の上昇により、状況は厳しくなるば
かりである。

【畳製造業】

稲わらを使用している畳床製造業者から、稲わらの
確保が困難な状況であるため、芯材・糸・その他副
資材の値上げが行われるとの連絡があった。それに
伴い、畳床も値上げを行うこととなった。

【印刷業】

官公需問題として、最低制限価格制度の導入を県
及び市に陳情した。全国的にも少しずつ制度の導入
がなされており、当組合も長年の課題として取り組
んできた経緯がある。10月に再度働きかけをした結
果、前向きな回答は得られたが、決定にはまだ時間
がかかるようなので、粘り強く交渉を続けていかな
ければならない。

業界情報（平成26年10月情報連絡員報告）

製　造　業
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【卸売業】

景況感は、先々月以降「悪化」状態が続いている。価
格転嫁の３つのハードル（８％消費税⇒円安⇒10％
消費税）に苦慮している。また、社会保障費を含めた
人件費は負担増の局面にあり、企業収益を悪化させ
ている。

【燃料小売業】

９月の仕入価格は前月より若干下がっている。ただ、
最近の為替相場が円安傾向のため、仕入価格の下落
が小売料金にどのように影響するかしばらく推移を見
守りたい。その他の要素に大きな変動はみられない。

【中古自動車販売業】

中古車に限らず新車販売も厳しい状況が続き、玉不
足の状態となっている。消費税増税前の駆け込み需
要の影響は大きく、回復まで時間が掛かりそうである。

【青果小売業】

10月は対前月比86.2％、対前年同月比101.1％であった。
【鮮魚小売業】

10月に入ると、水産ねり製品・乾物・塩干品が正月向
けに需要が高まってきた。他県では、水産物の食べ
比べイベントとして、蒲鉾類・錦玉子・豆類等を来場
者に試食してもらい、魚食のＰＲ活動に取り組んで
いる。若年層を中心に「さかな」を食べる人が減少す
る中、イベント等の実施を通じて、おせち料理等の和
食を多くの方に味わっていただきたい。

【農業機械小売業】

東海地方以南では、日照不足・低温が心配された
が、昨況指数は「101」で平年並みとなり、鹿児島は
「96」であった。美味しいお米と安全な減農薬米に
人気があるが、農家にとっては買付価格が下がった
ことは頭の痛い状況となっている。

【石油販売業】

原油は83％～90％のレンジで下落したものの、円安
傾向は続いている。天候不順であった７月から需要
は回復していない。従って、厳しい収益状況が続い
ている。

【商店街（霧島市）】

商店街の10月の売上状況は減少傾向であった。５
月から研修会や準備を続けてきた「国分まちゼミ」
が10月28日にスタートした。最終的に19事業所30メ
ニューの企画ができ、10月22日の受付開始日に約半
数のメニューは、ほぼ定員に達する程の反響があり、
開催日を増やすメニューもあった。11月１日には東川
隆太郎氏を迎え、「国分商店街観光＆世間遺産」ま
ち歩きも予定している。11月は、毎週商店街を賑わす
催しが開催されるが、歳末の売上増加へと繋がるこ
とを期待している。

【商店街（薩摩川内市）】

全体的に低調であるが、原子力関係の上乗せもあり、
来客数と売上高については大きな変化はない。

【商店街（鹿児島市/天文館地区）】

10月は季節の影響からか、観光客の数が増加し、土
産物・名産品を取扱う店舗は、若干ではあるが売上
が伸びたようである。概ね昨年と同様の状況であっ
たが、女性服関連の売れ行きは好調であった。

【商店街（鹿児島市/中央駅周辺地区）】

物販店は不景気のままである。
【サービス業（旅館業/県内）】

10月の宿泊予約はやや好調であったが、前半に２週連
続で台風が接近した影響から、連休期間中は県内全
域で予約キャンセルが相次いだ。連休以降は例年並
みに持ち直したものの、キャンセルによる影響は大き
く、前年同月比で売上が減少した組合員が多かった。

【美容業】

業界でのコンテストなどイベントシーズンも終わり、
繁忙期を迎える年末へ向けて準備中である。勉強会
にも各サロンは積極的に取り組んでいる。

【旅行業】

秋の旅行シーズンに入り、相変わらず行き先は家族
とＯＬグループの東京方面（ディズニーランド）及び
関西方面（ユニバーサルスタジオ・京都）の問い合わ
せ・申し込みが多い。10月は、３連休に台風の影響で
キャンセルが発生したものの、全体的には旅行者が
増加した。九州内はマイカー利用の福岡・長崎方面
の宿泊が多い。個々の事業所によって売上のばらつ
きはあるものの、県内の宿泊についても増加傾向で
あった。販売額の対前年同月比は117.2％であった。

【建築設計業】

県立高校の武道場や屋内プールの吊り天井耐震化工
事の実施設計が、延べ30棟発注された。地震時等の
人身災害対策として、既設の天井を撤去する工事で
ある。なお、組合活動としては、毎年開催されている
「かごしま住まいと建築展」に初めて出展し、「建築
物の耐震化推進、マンション等の大規模改修につい
て」の提案を行った。

【自動車分解整備・車体整備業】

10月は、特に多忙だった訳ではないが、売上等につ
いては前年並みとなった。今後、年末に向けて景況
が持ち直ってくるかは、現時点では不明である。

【電気工事業】

技術者・現場作業員共に不足気味で、工事が発注と
なっても官庁・民間共に辞退する例が見られる。

【造園工事業】

10月は予定どおりに公共工事（街路樹剪定業務等）
の入札があり、下期の業務がある程度決定してきた。
年末に向けて、造園の仕事が企業・個人宅と増加し
てくる見込みである。

【建設業（鹿児島市）】

県内の公共工事件数が減少傾向である。
【貨物自動車運送業】
10月に入り、燃料価格は落ち着きをみせてきた。荷動
きについては、昨年並みに推移したが、収益面では
非常に厳しい状況が続いている。

【運輸業（個人タクシー）】

10月は2週続けて週末に台風がくるなど、人の出入り
が悪い状況であったが、売上についてはほぼ前年並
みで推移している。

【倉庫業】

売上高など平年並みの状況が続いている。

非　製　造　業
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倒産概況

（負債額1,000万円以上・法的整理のみ）
㈱帝国データバンク　鹿児島支店

件数６件　負債総額7億1,300万円
〔件数〕前年同月比1件増　〔負債総額〕前年同月比47.8％減

【概　　要】

　平成26年11月の鹿児島県内の企業倒産（負債額1,000万円以上・法的整理）は、件数で６件（前

月比500.0％増、前年同月比20.0％増）、負債総額は７億1,300万円（前月比7,030.0％増、７億300万

円増、前年同月比47.8％減、６億5,300万円減）となった。

【各要因別】

・業種別では、卸売業１件、小売業２件、サービス業２件、その他１件。

・主因別では、販売不振５件、その他経営計画の失敗１件。

・資本金では、100万円～1,000万円未満２件、1,000万円～5,000万円未満４件。

・負債額では、1,000万円～5,000万円未満３件、１億円～５億円未満３件。

・地域別では、鹿児島市２件、北薩地区２件、大隅地区１件、大島地区１件。

平成26年11月  鹿児島県内企業倒産概況
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倒産概況

【ポイント】

　11月度の倒産件数は前月を５件上回る６件であり、負債額も７億円以上の増加となった。倒産の態

様では破産４件、特別清算２件であった。

【今後の見通し】

　11月度の倒産件数は前月の１件から６件増の７件となった。但し倒産企業の内５件は10月以前に

既に事業を停止していたもの。

　特筆する倒産としては（株）Ｓ（負債額３億2,300万円）があげられる。同社は奄美市で食品

スーパーを経営していたものであるが、大型店舗等の出店で競合が激化するなか、売上が落ち込み

倒産に至ったものであり、本土地域同様に離島地区においても大手との競合が激化するなかで昔な

がらの食料品小売店のおかれる立場は厳しいことが窺える。今後このような状況は更に顕著になる

ことが予想され、特に郡部や過疎地における食品スーパーの動向といったものが注目される。

　また（株）Ｔは実質母体となる（株）Ｄ（本社：愛媛県松山市）が10月30日に民事再生法の適用

を申請したことに連鎖する形での倒産であるが、一時期注目された地方都市でのコールセンター運

営に関しても、企業間での格差が広がっているとも言える。

　今後の見通しとしても、受注不振から事業停止に至っている建設業者なども複数確認されるとこ

ろであり、年末の資金需要に対応できない企業の淘汰といったものも注目される。さらに昨年秋

口から発生したＰＥＤ（豚流行性下痢）の再発も聞かれる他、鳥インフルエンザの流行も取り沙汰

されており、円安影響から飼料原料の高騰に苦慮している畜産業者への影響等も懸念される。また、

12月実施の衆議院選挙の影響でお茶などのギフト商品を取り扱っている業者や、飲食店なども需要

の落ち込みを懸念する声も複数聞かれるところであり、年末にかけて倒産件数が増加に転じるリス

クは高いものとみられる。

平成26年９月企業倒産状況（法的整理のみ）

企業名 所在地 業　種 負債総額
（百万円）

資本金
（千円） 態　様

（株）Ｓ 奄美市 食品スーパー等経営 323 20,000 破産

（株）Ｔ 鹿児島市 飲食店経営 20 10,000 破産

（株）Ｔ 曽於市 コールセンター 30 9,000 破産

Ｔ（株） 薩摩川内市 肥料・飼料卸 10 10,000 特別清算

Ｔ（株） 薩摩川内市 養鰻業 190 4,000 特別清算

（株）Ｋ 鹿児島市 印刷業 140 10,000 破産

６件　7億1,300万円
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中央会関連主要行事予定

中央会関連主要行事予定
平成27年１月

  6日(火)

10：00

中央会年始会
鹿児島市「鹿児島サンロイヤルホテル」

16日(金)

17：00

鹿児島県中小企業組合士協会研修会・新年会
鹿児島市「アーバンポートホテル鹿児島」

22日(木)

14：00

新春講演会
鹿児島市「鹿児島サンロイヤルホテル」
※詳細は右記を参照

23日(金)

14：00

YouTube ビジネス活用セミナー
鹿児島市「宝山ホール」

27日(火)

13：30

組合自治監査講習会
鹿児島市「ホテルレクストン鹿児島」
※詳細は右記を参照

人を育てる・現場を育てる・組織を育てる
～業務改善5Ｓ活動の進め方～

☆講　師　活コンサルタント
　　　　　代表　松田 英一 氏
☆日　時　平成27年１月22日（木）
　　　　　14：00～16：00
☆場　所　鹿児島市「鹿児島サンロイヤルホテル」
☆参加費　無料

【お問い合わせ】　組織振興課

監事の役割と監査の方法

☆講　師　監査法人かごしま会計プロフェッション
　　　　　社員・公認会計士　本田 親文 氏
☆日　時　平成27年１月27日（火）
　　　　　13：30～16：30
☆場　所　鹿児島市「ホテルレクストン鹿児島」
☆参加費　無料

※　筆記用具をご持参ください

【お問い合わせ】　組織振興課

新春講演会

組合自治監査講習会

表紙・本文中で登

場するぐりぶー・

さくらとその子供

たちは鹿児島県の

ＰＲキャラクター

です♪
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株式会社 近畿日本ツーリスト九州
鹿児島支店　支店長 藤 本 邦 夫






